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 一般的に親と子は特別な絆で結ばれてい

ます。特に、母と幼子（もちろん父親もです

が）はお互いに深い信頼の絆で結ばれてい

ます。以前に友人家族に子どもが与えられ

て何ヶ月かした頃に遊びに行くと、その母

親が「子どもがまるで自分の分身のようで、

考えていることがよくわかる」と言ってい

たのが印象に残りました。全ての母親と子

どもの関係がそうだとは思いませんが、母

と子の絆の深さ、まるで幼子が母親のいの

ちの一部であるかのような関係であること

を教えられました。今月の聖書のことばで

は、母と子の絆を題材にしつつ、神様の変

わらない愛について語られています。 

 今月の聖書のことばには、「女が自分の乳

飲み子を忘れるだろうか。自分の胎の子を

あわれまないだろうか」とあります。ここ

に想定される答えは、「忘れることはない」

「あわれまないわけがない」ということで

しょう。ただ、もちろん全ての親子関係が

いつも良い調子でいくわけではないことも

事実です。時に、うまくいかない現実もあ

ります。人間同士の関係ですから、残念な

がら断たれてしまうこともあります。ただ、

多くのケースでは親子には特別な愛の関係

があります。しかし聖書は、その親子関係

を超える愛をもったお方を教えます。今月

の聖書のことばの後半には「たとえ女たち

が忘れても、このわたしは、あなたを忘れ

ない」とあります。実は、この直前にはイス

ラエルの人たちが次のように言っていたこ

とが記録されています。「『主は私を見捨て

た。主は私を忘れた』と。」（イザヤ49:14） 

イスラエルの人たちは、自分たちが置かれ

た状況を見た時に、主は私を見捨て、忘れ

てしまった、と思えてきました。それは、自

分たちが建てた神殿は崩れ去り、町は廃墟

と化していたからです。そのような状況を

見た時に、イスラエルの人たちは、主は私

を忘れ、見捨てた、と感じました。しかし、

「女が自分の乳飲み子を忘れるだろうか。 自

分の胎の子をあわれまないだろうか。たとえ女

たちが忘れても、このわたしは、あなたを忘れ

ない。」【イザヤ書 49章 15 節】 



そのようなイスラエルの人たちに向けて、

主は語られました。「たとえ女たちが忘れて

も、このわたしは、あなたを忘れない」と。

そもそもイスラエルは、神様がエジプトの

奴隷状態から救い出した民です。『十戒』と

いう映画にもなりましたが、モーセをリー

ダーにしてエジプトから脱出しました。そ

れは神様が奇跡を行われて達成できました。

しかし、イスラエルの人たちは、神様に感

謝するよりも偶像礼拝を行ない、エジプト

から救い出してくださった神様から離れて

行きました。その結果、首都エルサレムは

バビロンによって破壊されて廃墟と化し、

建てた神殿も崩れ去りました。それを見れ

ば、イスラエルの人たちは「自分たちは見

捨てられた」と感じたかもしれません。し

かし、そのような状況に置かれても、神様

がイスラエルのことを忘れることは絶対に

ありません。それは、イスラエルは神様が

自ら救い出した民であり、神様は徹底して

イスラエルを愛しているからです。神様の

愛は、この地上のどんな愛にも優っていま

す。神様の愛は、決して変わることなく、私

たちに注がれ続けています。しかし残念な

ことは、この神様の愛を多くの人たちが無

視しながら生きていることです。神様の愛

は、母と子以上のものであり、それが私た

ちに向けられています。神様は天地万物の

創造主であり、私たち人間を造られたお方

です。このお方は、私たちを大切な一人ひ

とりとして造られ、一人ひとりを愛してい

ます。この創造主である神の愛は変わるこ

となく、注がれ続けます。この愛に一人で

も多くの方が応答されることを心から願っ

ています。このように愛してくださるお方

がおられることを知って頂きたいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 ～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝 10:30～12:00（終了予定） 教会学校 9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼 10:30～12:00  夜 19:30～21:00 

〇第 2金曜日：ユニケの会 10:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。表面の QRコードから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

次女は沖縄で生まれ、2歳 9ヶ月で我が家に

来ました。生まれてすぐに乳児院に入り、病

気が分かって医療施設に入りました。先月、

次女が生まれ育った乳児院と医療施設を 3

年ぶりに訪問しました。次女に関わってくだ

さった方々が大勢集まり、中には仕事が休み

の人も駆けつけて下さいました。次女が本当

に愛されていたことが分かり深い感動を覚

えました。血縁を超えた愛がありました。 


